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令
和
四
年
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一
日
（
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十
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佐
渡
市
原
黒
・
椎
崎
諏
訪
神
社
能
舞
台 

※ 

雨
天
の
場
合
は
、
会
場
を
金
井
能
楽
堂
に
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す 

能 

巻 

絹 
  

主
催 

天
領
佐
渡
両
津
薪
能
実
行
委
員
会 

ア
ー
ス
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会 

佐
渡
市 

五
段
神
楽 

 

「佐 渡 宝 生」 
能楽五流のひとつ、宝生流は、加賀宝生をはじめ、南部宝生、会

津宝生、佐渡宝生など江戸時代からの流れが根強く今日に受け継

がれています。 

 慶長九年（1604）、佐渡奉行となった大久保長安が佐渡に猿楽師
を同行したことから佐渡における能楽が始まりました。常太夫、杢太夫

を中心に、おそらく観世座が生まれ、相川の春日社で神事能が催さ

れ、その後次第に国中から島内各地に広まっていきました。両太夫の

絶家後は潟上の本間太夫がこれに代わって佐渡能楽の中心になっ
ていきます。 

 本間家初代となる本間秀信は、江戸の宝生太夫の門を叩き、その

教えを受けて寛永十八年（1642）に佐渡に帰ります。慶安四年

（1651）、佐渡奉行から正式に宝生の能太夫を拝命し、さらに翌年に
は宝生宗家より能太夫の世襲を認められます。ここに「佐渡宝生」の

礎が築かれることとなりました。本間太夫は代々宝生宗家の教えを受

け、佐渡に正統の宝生流を伝えてきました。 

 加賀には「謡が二階から降ってくる」という言葉がありその盛んな様を
伝えています。一方佐渡にはこんな言葉もあります。「舞い倒す」。能

舞が高じて身上を潰すというものですが、それは修行を積んで正統な

宝生の能を舞おうとする「佐渡宝生」の本質を内包する言葉であると

言えます。 

 

目指せ！世界遺産登録！！「佐渡島の金山」 
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終
演
予
定 

 
二
十
時
五
十
分
頃 

 

巻
絹
（ま
き
ぎ
ぬ
）解
説 

 

 

時
の
帝
は
霊
夢
の
お
告
げ
に
よ
り
、
千
疋
（
せ
ん
び
き
）
す
な
わ
ち
二
千
反
の
巻
絹
を
熊
野
権
現
（
和
歌

山
県
田
辺
市
）
に
納
め
よ
と
の
勅
使
を
立
た
せ
ら
れ
た
。
都
か
ら
も
巻
絹
を
運
ぶ
使
者
が
熊
野
に
向
か
う
。

途
中
、
音
無
天
神
に
参
詣
し
、
咲
き
匂
う
冬
梅
に
心
動
か
さ
れ
た
使
者
は
、
心
中
に
一
首
の
和
歌
を
詠
じ
て

天
神
に
献
じ
る
が
、
そ
の
た
め
に
遅
参
し
て
し
ま
い
、
厳
し
く
咎
（
と
が
）
め
ら
れ
縛
り
あ
げ
ら
れ
て
し
ま

う
。 

 

そ
こ
へ
音
無
天
神
の
乗
り
移
っ
た
巫
女
（
シ
テ
）
が
現
れ
、
使
者
が
手
向
け
た
詠
歌
を
称
え
、
す
ぐ
に
縄

を
解
く
よ
う
命
じ
る
。
神
慮
を
疑
う
勅
使
に
、
巫
女
は
、
歌
の
上
の
句
を
使
者
に
問
え
、
わ
れ
は
下
の
句
を

詠
み
継
ご
う
と
言
い
、「
音
無
に
か
つ
咲
き
初
む
る
梅
の
花
」（
使
者
）、「
匂
は
ざ
り
せ
ば
誰
か
知
る
べ
き
」

（
巫
女
）
と
続
け
て
、
今
は
神
慮
に
偽
り
な
い
こ
と
が
解
り
、
縛
を
解
か
れ
る
。 

 

巫
女
は
、
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
和
歌
は
神
慮
に
叶
い
、
あ
ら
ゆ
る
悪
念
を
去
っ
て
天
地
と
心
の
平
安
を

得
る
の
だ
と
説
き
、
そ
の
昔
、
婆
羅
門
僧
正
と
行
基
菩
薩
の
交
わ
し
合
っ
た
和
歌
の
徳
を
称
え
、
祝
詞
を
上

げ
、
熊
野
権
現
は
荘
厳
な
霊
地
な
り
と
語
り
舞
う
。〔
五
段
神
楽
〕 

 

熊
野
権
現
の
本
殿
が
、
阿
弥
陀
如
来
と
一
体
の
神
を
祀
る
の
を
は
じ
め
、
全
山
が
仏
法
守
護
の
霊
地
と
狂

い
舞
う
内
に
、
憑
依
し
て
い
た
神
は
去
り
、
巫
女
は
本
性
に
戻
る
の
で
あ
っ
た
。 

 

曲
の
中
に
語
ら
れ
る
婆
羅
門
僧
正
す
な
わ
ち
菩
提
僊
那
（
ぼ
だ
い
せ
ん
な
）
は
、
東
大
寺
大
仏
開
眼
供
養

の
導
師
を
勤
め
た
天
竺
（
て
ん
じ
く
）
生
ま
れ
の
高
僧
。
日
本
初
の
大
僧
正
と
な
る
行
基
に
迎
え
ら
れ
平
城

京
に
入
っ
た
と
き
、
菩
提
僊
那
は
数
え
三
十
三
歳
、
行
基
は
七
十
歳
で
あ
っ
た
。 

大
鼓 

石
川
久
仁
於 

 

小
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信
吾 

 

齋
藤 

貴
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石
平 

伸
一 

笹
川 

通
博 

石
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勝
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齋
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隆 
 

神
主 

弌
二 

佐
々

木
雅
文 

土
屋 

晴
夫

神
主 

和
人 

 

石
田 

信
康 

 
 

シ
テ
（巫
女
） 

    

） 前
シ
テ
（里
女
） 

五
段
神
楽 

金
井 

雄
資 

間
（従
者
）
湯
田 
拓
也 

 

      
 

ワ
キ
（勅
使
） 
田
辺 

進
二 

 
 

  
 

金
井 

賢
郎 

齋
藤
美
千
枝 

 

永
田 

治
人 

坂
下 

泰
利 

ツ
レ
（男
） 

齋
藤 

達
也 

太
鼓 

葛
西 

直
樹 

 

笛 

本
間
佐
登
瑠 

 


